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はじめに
新第三紀に堆積した北陸層群は石川県南部か
ら富山県東部にかけて分布し，下位から，楡
原累層，医王山累層，八尾累層，音川累層，
氷見累層となっている (今井，1959)．北陸地
域での放射性年代測定を用いた分析結果に
は，石川県南部に位置する医王山林道の医王
山累層から採取された流紋岩質凝灰岩のジル
コンフィッショントラック（ZFT）年代
16.5±1.4 Ma (雁沢,1983) や，富山県南部の
医 王 山 累 層 か ら の 全 岩 K - A r 年 代
14.0±1.2 Ma（柴田，1973)，富山県八尾地域
からのZFT年代（角井，1986, 早川，1983）
などがある．石川県南部の鶴来地区に分布す
る医王山累層とされる層からは放射年代は出
されていない．また音川累層以降の層序の同
定では，北陸層群のテフラ層序（例えば，釣
部1火山灰層：TR1, (大久保, 1999)) と広域テ
フラ層の対比から，北陸層群の堆積年代の推
定が行われているが（田村・山崎, 2004な
ど），放射年代測定の報告例は多くない．そ
こで本研究ではいまだに報告がない地域よ
り，火山性堆積物 (グリーンタフ，流紋岩質凝
灰岩) やテフラ層を採取し，ZFT年代測定およ
びU-Pb年代測定を行なった．

採集地点
採集地点は鶴来地区（TGS1，TGS2，
TGS3)，金沢大学周辺（野田山，カガライ
ト），魚津地区(UOZ1，UOZ2，UOZ3，
UOZ4)である（表１）．TGSシリーズは医王
山累層から採取した．TGS1, 2はグリーンタ

フ，TGS3は流紋岩質凝灰岩である．「野田
山」は音川累層内の下荒谷凝灰岩層に位置し
ている．音川累層は下部に下荒谷凝灰岩層，
上部に高窪泥岩層となっている．岩種は軽石
質凝灰岩である．採石場から採取したカガラ
イトは，広域テフラとの対比より (田村・山
崎，2004) 約4.4 Maと見積もられているTR1 
(大久保，1999) に相当する．岩種は軽石質凝
灰岩である．UOZ1, 3, 4は凝灰岩，UOZ2は
凝灰質砂岩である．UOZ4は丸山総合公園の路
頭から採取したものであり，谷口凝灰岩と考
えられる．他は音川累層から採取したもので
ある．

実験手法
試料の粉砕，ふるいかけ，重液分離の後，ジ
ルコンを取り出すハンドピック，マウント，
エッチング（NaOH:KOH=1:1のアルカリ混合
溶液），トラック数の測定，ICP-MSでのUお
よびPb濃度の分析，および年代値の算出をお
こなった (Hasebe et al., 2013)．
　
結果
結果を表２に示す．ZFT年代はカガライトを
除き全てχ² 検定 (Green, 1981; Hasebe et 
al., 2013) に合格した．ラディアルプロット 
(Galbraith, 1981; Vermeesch, 2009) でカガ
ライトの年代分布を評価すると，３粒子から
なる7.1±3.4 Maのグループと残りの8粒子か
らなる33.2±4.6 Maのグループに分けられた
ため，表２には8粒子による年代値を示した． 
U-Pb年代値もラディアルプロットで評価した
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ところ，概ね単一年代を示したため，その値
を表に記載した．ただ凝灰質砂岩を分析した
UOZ2はいくつかの年代コンポーネントを示し
たため最も粒子数が多かった71.7±2.8 Maの
値を表に記した．

考察
ZFT年代とU-Pb年代はほぼ同じかもしくは
ZFT年代がやや若い結果となった．鶴来地区
の医王山塁層と金沢の野田山の試料は5 myrs
ほどの違いを示した．ZFT年代は既報（雁沢, 
1983; 柴田, 1983; 早川, 1983）と誤差の範囲
で一致していた．日本海拡大時に活発に結晶
を晶出したのち，噴火もしくはその後の冷却
に時間を要したことがうかがわれる．一方鶴
来地区の医王山層と音川累層下部の野田山試
料の年代差はほとんどなく，連続的に噴火堆
積が進んだと考えられる．また，音川累層上
部（高窪泥岩層）のカガライトからは　　　
田村・山崎(2004)で考えられていた年代よりも
古い値がでた．また若いジルコンの混入も見
られた．今回測定したものは，本質ジルコン
ではなかったか，もしくは対比そのものを再
考する必要があるかもしれない．魚津地域の
試料は凝灰砂質岩を除きZFT年代とU-Pb年代
はほぼ同じ値であった．富山県八尾地域から
報告されている既報（角井，1986）と比較す
ると，UOZ2はOT2火山灰層と，UOZ1, 3は
OT4火山灰層と対比される値となった．UOZ4
は谷口凝灰岩層 (田村ほか，2004) 相当層と考
えて分析をおこなったところ，U-Pb年代
2.9±0.8 Ma, ZFT年代 3.4±0.8 Maとなり，推
定されている2.2 - 2.3 Maと誤差の範囲で重
なったもののやや古く出た．
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